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・界面活性剤などの各種機能性材料
・薬物輸送システム（DDS）や環境調和型材料
・種々の難水溶性色素分子を水溶化
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新技術の概要
洗剤や石鹸などで広く用いられる両親媒性分子を、簡便かつ安価に製造できる方法を
提供するものである

シュタウディンガー反応というクリック反応の一種に着目し、予め製作した「反応点が導入された親水部
位」に有機リン化合物を「混ぜるだけ」で、添加物を一切必要とせず簡単に両親媒性分子を構築できる
手法を見出した。
本発明の特徴は以下の通りである。
• 反応点を持つ親水部位は安価で簡便に大量合成できること
• 有機リン化合物は安価でかつ豊富な種類があり、誘導体も簡便に合成可能であること
• 上記2つの化合物は室温で混ぜるだけで両親媒性分子へと変換できること
• 調整した両親媒性分子は水中でも安定に存在し、集合体（ミセル）を形成すること

•親水部位と疎水部位を混ぜるだけで、安価かつ簡便に
両親媒性分子を合成できる。
•添加物を一切必要とせず、狙い通りの性質を持つ多種
多様な両親媒性分子を開発できる。

•分子内包能を有するため、種々の難水溶性色素分子を
水溶化することができる。

有機リン化合物を基盤とした両親媒性分子の新規製造法
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図2．両親媒性分子NPPh3の調製

図3. 両親媒性分子NPPh3’のX線結晶構造解析図

図4. nNPPh3’およびNPPh3’の水系溶媒中における安定性

図1. 混ぜるだけでできる両親媒性分子


	スライド番号 1

